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勧
化
と
は
も
と
も
と
仏
の
教
を
勧
め
て
そ
れ
に
化
す
る
と
い
う
宗
教
上
の
用

語
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
寺
社
の
建
立
・
修
復
、
或
は
尊
像
の
造
立
・
修
復
な
ど

の
為
に
人
々
に
勧
め
て
寄
附
を
募
る
こ
と
に
用
ら
れ
、
転
じ
て
金
品
の
寄
附
行

為
そ
の
も
の
と
い
う
語
と
し
て
定
着
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

近
世
に
お
け
る
勧
化
は
、
寺
社
の
修
理
・
修
復
等
臨
時
に
多
額
の
費
用
を
要

す
る
際
に
、
寺
社
側
が
そ
の
費
用
捻
出
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
最
も
広
く
且
一
般

的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
勧
化
に
対
し
、
幕
府
は
次
第
に
規
制
・
統
制
を
加
え
、
幕
府
の
許

可
を
得
て
行
う
「
御
免
勧
化
」
と
そ
れ
以
外
の
「
自
分
勧
化
」
「
私
勧
化
」
を

明
確
に
区
別
し
て
行
く
よ
う
に
な
る
。
幕
府
の
許
可
を
得
て
行
う
勧
化
は
『
御

鯛
書
集
成
』
（
寛
保
・
宝
暦
・
天
明
・
天
保
）
を
見
る
と
、
享
保
七
年
四
月
、

熊
野
三
山
権
現
社
の
修
復
に
際
し
出
さ
れ
た
触
書
を
初
出
と
し
こ
れ
以
降
約
三

百
件
の
勧
化
許
可
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
御
免
勧
化
は
近
世
に
お
け
る
幕
府
寺
社

政
策
上
の
問
題
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
御
免
勧
化
政
策
の

導
入
は
寺
社
を
最
低
限
度
維
持
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
当
該
寺
社
の
修
理
．

近
世
御
免
勧
化
と
寺
社
の
格
合

‐
御
免
勧
化
に
対
す
る
寺
社
側
の
意
識
Ｉ

－

鈴

木

良

明

再
建
に
際
し
自
力
で
で
き
な
い
場
合
に
の
み
与
え
ら
れ
た
幕
府
助
成
策
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
以
前
、
御
免
勧
化
は
当
該
寺
社
が
い
か
に
徳
川
家
と
の

由
緒
関
係
が
あ
る
か
に
よ
っ
て
可
否
が
な
さ
れ
る
と
い
う
幕
府
法
令
に
準
拠
し

つ
つ
、
御
免
勧
化
を
与
え
ら
れ
る
層
の
寺
社
群
が
幕
府
の
心
積
り
と
し
て
あ
つ

（

咽

上

）

た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｉ
幕
府
よ
り
金
品
の
下

賜
を
与
え
ら
れ
る
寺
社
、
Ⅱ
御
免
勧
化
を
与
え
ら
れ
る
寺
社
、
Ⅲ
開
帳
（
江
戸

な
ど
へ
の
出
開
帳
）
を
与
え
ら
れ
る
寺
社
、
Ⅳ
そ
の
他
の
寺
社
、
の
四
つ
の
段

階
的
寺
社
の
格
合
が
幕
府
内
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
定
し
、
御
免
勧
化

（

ｎ

４

）

が
与
え
ら
れ
る
寺
社
層
の
格
合
を
幕
府
諸
助
成
策
と
の
関
係
で
位
置
ず
け
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
あ
く
ま
で
幕
府
側
か
ら
見
た
格
合
と
助
成
策
に
お
い
て

で
あ
っ
て
、
御
免
勧
化
を
許
可
さ
れ
た
寺
社
側
に
お
い
て
は
自
か
ら
の
格
合
を

ど
の
よ
う
に
考
え
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
の
問
題
が
残
る
。

小
稿
は
、
御
免
勧
化
を
与
え
ら
れ
た
寺
社
が
そ
の
受
入
れ
に
際
し
、
自
か
ら

考
え
る
格
合
と
御
免
勧
化
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
対
応
を
し
た
か
を
若
干
の
史

料
に
よ
り
検
討
し
て
み
た
い
。

御
免
勧
化
の
方
法
に
は
僧
侶
・
社
家
な
ど
の
者
が
、
諸
国
を
巡
行
し
な
い
で

金
品
を
募
る
も
の
と
、
諸
国
を
巡
行
し
て
金
品
を
募
る
と
い
う
二
つ
の
タ
イ
プ

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
の
巡
行
を
し
な
い
勧
化
と
は
、
享
保
七
年
四
月
熊
野
三
山
権
現
社
大
破

（

、

。

）

に
際
し
渡
さ
れ
た
触
書
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
に
も
と
ず
き
述
べ
て
み

二
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た
い
。
ま
ず
万
石
以
上
の
大
名
へ
渡
っ
た
触
で
は

一
右
三
山
之
輩
當
地
諸
大
名
之
屋
敷
々
え
相
廻
り
、
寄
進
之
儀
可
申
候
、
其

上
家
中
之
面
々
町
在
寺
社
等
二
至
ま
て
、
勤
化
之
儀
直
々
其
屋
敷
々
二
て

申
達
、
勧
化
帳
差
置
、
江
戸
屋
敷
中
井
領
内
え
被
差
廻
候
様
致
度
旨
可
相

頼
候
間
、
無
滞
様
二
可
被
申
付
候
、
…
（
略
）
。
：

一
右
勧
化
物
之
事
、
江
戸
二
て
奉
加
有
之
分
は
、
當
寅
四
月
よ
り
同
八
月
迄

之
内
二
、
三
山
之
輩
相
廻
り
、
請
取
候
様
仕
度
由
可
申
事

一
領
内
に
て
取
集
候
分
は
、
江
戸
井
京
、
大
坂
之
屋
敷
々
え
、
當
寅
十
月
朔

日
よ
り
来
卯
三
月
晦
日
迄
之
内
、
右
奉
加
請
取
二
相
廻
り
可
申
候
條
、
其

卿

渡

候

様

仕

度

旨

可

申

事

一
上
方
向
寄
二
て
京
、
大
坂
二
屋
敷
無
之
面
々
は
、
彼
地
二
有
之
紀
井
殿
藏

屋
敷
家
来
迄
差
越
候
様
仕
度
旨
可
申
事

と
あ
り
、
江
戸
市
中
の
各
大
名
屋
敷
へ
三
山
之
輩
が
出
向
き
勧
化
の
主
旨
を
申

し
依
頼
す
れ
ば
、
勧
化
帳
を
差
置
く
だ
け
で
よ
く
、
江
戸
屋
敷
並
び
に
領
内
へ

も
勧
化
帳
を
差
廻
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
勧
化
物
を
募
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
奉
加
さ
れ
た
勧
化
物
は
指
定
さ
れ
た
期
日
内
に
各
屋
敷
へ
三
山
之
輩
が
請

取
に
赴
く
と
し
て
い
る
。
し
か
も
各
大
名
の
領
内
で
取
集
め
ら
れ
た
勧
化
物
は

江
戸
・
京
・
大
坂
の
各
屋
敷
へ
回
送
さ
れ
そ
こ
へ
請
取
り
に
行
け
ば
よ
く
、
京

・
大
坂
に
屋
敷
の
無
い
大
名
の
領
内
で
の
勧
化
物
は
紀
井
殿
藏
屋
敷
へ
差
出
す

よ
う
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
大
目
付
、
御
目
付
へ
渡
っ
た
触
で
は

一
當
表
屋
敷
之
分
え
は
三
山
之
輩
相
廻
、
勧
化
之
儀
可
申
達
候
、
其
外
頭
支

配
有
之
分
え
は
其
頭
支
配
え
相
廻
り
、
組
中
井
支
配
之
面
々
井
其
家
来
共

迄
え
も
、
勧
進
帳
相
廻
候
様
仕
度
旨
、
三
山
之
輩
可
申
候
間
、
信
向
之
輩

ハ
寄
進
之
儀
可
有
之
候
、
…
（
略
）
：
、

一
右
勤
化
物
之
事
、
當
寅
四
月
よ
り
同
八
月
迄
之
内
二
、
三
山
之
輩
相
廻
り

請
取
候
様
仕
度
旨
可
申
事
、

一
万
石
以
下
之
面
々
知
行
所
え
は
、
向
寄
之
御
代
官
中
よ
り
勧
進
状
差
廻

し
、
奉
加
も
御
代
官
中
よ
り
取
立
筈
二
候
事

と
あ
り
、
旗
本
や
万
石
以
下
の
者
た
ち
へ
も
勧
進
帳
、
状
が
廻
り
勧
化
物
を
取

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
寺
社
奉
行
へ
渡
っ
た
触
で
は
「
當
地
之

外
、
寺
社
之
分
ハ
三
山
之
輩
向
寄
之
御
代
官
を
頼
置
候
て
、
勧
進
帳
可
相
廻

候
、
尤
勧
化
物
も
右
御
代
官
所
二
て
取
立
候
筈
候
間
」
と
當
地
（
江
戸
市
中
）

以
外
の
寺
社
領
の
御
免
勧
化
と
取
集
法
が
記
さ
れ
、
ま
た
御
勘
定
奉
行
へ
渡
っ

た
触
で
は
「
御
料
は
御
代
官
中
よ
り
勧
進
帳
相
廻
シ
、
奉
加
可
取
立
候
、
且
又

万
石
以
下
面
々
之
知
行
所
井
在
々
二
有
之
寺
社
井
寺
社
領
も
、
御
代
官
よ
り
取

立
候
様
可
被
致
候
」
と
天
領
、
私
領
、
私
領
中
の
寺
社
・
寺
社
領
ま
で
に
も
勧

化
を
行
い
勧
化
物
を
取
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
熊
野
三
山
権
現
社
大
破
に
際
し
て
の
御
免
勧
化
触
に
示
さ
れ
た

勧
化
物
の
取
集
法
は
、
幕
府
の
支
配
機
構
を
通
し
て
勧
進
帳
を
差
廻
し
勧
化
を

行
う
も
の
で
、
当
事
者
側
が
諸
国
を
俳
個
巡
行
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
当
事
者
が
諸
国
を
巡
行
す
る
御
免
勧
化
は
原
則
的
に
は
相
対
勧
化
の

法
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
寛
保
二
年
五
月
、
豆
州
三
嶋
明
神
社
に
対
し
て
出
さ

（

〃

４

）

れ
た
御
免
勧
化
触
を
紹
介
し
て
お
く
。

豆

州

三

嶋

明

神

神

主

矢

田

部

伊

織

伊

豆

國

駿

河

國

甲

斐

國
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相

模

國

武

蔵

國

上

野

國

下

野

國

右
三
嶋
明
神
社
及
大
破
候
付
、
修
復
助
力
、
勘
化
御
免
、
寺
社
奉
行
連
印

之
勧
化
状
持
参
、
當
戌
年
よ
り
子
年
迄
、
御
料
私
領
寺
社
領
在
町
可
致
巡

行
間
、
志
之
輩
は
物
之
多
少
二
よ
ら
す
、
可
致
寄
進
旨
、
御
料
ハ
御
代

官
、
私
領
ハ
領
主
、
地
頭
よ
り
可
申
渡
候

伊
豆
国
三
嶋
明
神
社
の
大
破
に
際
し
て
与
え
ら
れ
た
御
免
勧
化
は
、
寛
保
二
戌

年
五
月
か
ら
同
四
子
年
五
月
ま
で
の
三
ヶ
年
に
亘
り
、
伊
豆
國
他
六
ケ
國
の
御

料
、
私
領
、
寺
社
領
等
を
問
わ
ず
社
家
の
者
が
巡
行
す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ

の
旨
を
御
料
は
代
官
、
私
領
は
領
主
地
頭
か
ら
周
知
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
~
前
述
し
た
熊
野
三
山
権
現
社
御
免
勧
化
の
触
に
あ
ら
わ
れ
た
る
勧
化
の

方
法
と
は
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
指
定
さ
れ
た
七
国
を
相
対
勧
化
に
よ

り
巡
行
す
る
許
可
で
あ
っ
た
。
尤
、
こ
の
よ
う
な
相
対
勧
化
巡
行
で
あ
っ
て

も
、
代
官
、
領
主
、
地
頭
、
あ
る
い
は
寺
院
の
触
頭
等
か
ら
巡
行
先
へ
添
触
が

流
さ
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
当
事
者
が
領
主
な
ど
に
勧
化
物
の
取
集
め

を
直
接
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

天
明
二
年
十
二
月
、
相
州
鎌
倉
円
覚
寺
の
御
免
勧
化
触
が
公
布
さ
れ
、
翌
天

（

Ｆ

Ｄ

）

明
三
年
か
ら
同
六
年
ま
で
の
四
年
間
七
国
の
勧
化
巡
行
が
認
め
ら
れ
た
。
巡
行

先
の
七
国
へ
は
円
覚
寺
役
者
が
中
心
と
な
り
分
担
し
て
行
く
こ
と
が
衆
議
で
決

（

ハ

リ

）

っ
て
お
り
、
信
濃
国
へ
は
同
寺
塔
頭
帰
源
院
が
化
主
と
な
っ
て
天
明
六
年
五
月

に
赴
い
た
。
化
主
帰
源
院
は
松
代
藩
城
下
で
も
勧
化
を
行
っ
た
が
、
勧
化
物
の

取
集
め
を
領
主
真
田
伊
豆
守
へ
依
頼
し
た
も
の
思
え
、
こ
れ
を
示
す
史
料
が
円

覚
寺
所
蔵
文
書
の
中
に
あ
る
。

覚

一
金
七
両
也
但
鎌
倉
圓
覚
寺
御
免
勧
化
ニ
付
領
主
井
家
中
領
内
村
々
井

諸

寺

社

共

二

御

免

勧

化

金

一
金
弐
分
也
但
當
城
下
町
御
勧
化
金

〆

右
者
御
免
勧
化
二
付
當
地
御
着
之
上
、
取
集
之
儀
御
頼
二
付
領
主
役
所

江
申
立
、
右
勧
化
金
御
渡
申
候
以
上

信

州

松

代

真

田

伊

豆

守

城

下

槍

奉

行

天

明

六

午

年

閏

十

月

朔

日

伴

三

郎

右

衛

門

畑

相

州

鎌

倉

郡

圓

覚

寺

巡

行

役

者

帰

源

院

様

こ
れ
は
勧
化
金
を
渡
し
た
際
の
覚
耆
で
あ
る
が
、
奉
加
帳
を
差
廻
し
そ
の
勧

化
金
を
松
代
藩
役
人
が
取
集
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
化
主
帰
源
院
は
当
地

へ
赴
た
も
の
の
相
対
勧
化
は
行
な
わ
ず
に
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
場
合
に
よ
っ
て
は
勧
化
物
の
取
集
め
を
領
主
等
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
当
該
地
へ
赴
き
相
対
勧
化
を
行
う
こ

と
て
あ
っ
た
。

御
免
勧
化
に
は
、
各
地
を
巡
行
し
な
い
で
勧
化
物
を
取
集
め
る
方
法
と
巡
行

を
す
る
法
の
い
ず
れ
か
の
方
途
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
勧
化
は
幕
府
の
許
可

を
得
た
勧
化
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
御
触
書
と
し
て
公
布
さ
れ
る
や
幕
府
末
端
機

構
に
ま
で
伝
達
・
周
知
さ
れ
、
勧
化
に
対
応
す
る
為
の
さ
ま
ざ
ま
な
助
力
が
各

所
で
払
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
御
免
勧
化
は
「
私
勧
化
」
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「
自
分
勧
化
」
と
い
わ
れ
る
勧
化
よ
り
も
容
易
に
し
て
且
効
果
的
な
勧
化
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
実
に
経
済
的
効
率
の
よ
い
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
に
関
す
る
認
識
は
当
然
幕
府
側
に
も
あ
っ
て
、
為
に
御
免
勧
化
は

寺
社
助
成
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
ず
け
ら
れ
、
御
免
勧
化
触
を
発
す
る
に
際

し
う
…
・
・
修
復
為
二
助
成
一
勤
化
御
免
」
「
…
：
．
修
復
為
二
助
力
一
勧
化

御
免
」
と
の
文
言
が
必
ず
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
経
済
的
効
果
の
高
い
御
免
勧
化
で
あ
ら
ば
こ
そ
寺
社
側
は
競
っ

て
御
免
勧
化
を
目
論
み
多
数
の
勧
化
願
が
出
願
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
御
鯛
書

集
成
』
を
見
る
と
、
享
保
か
ら
天
保
の
間
に
約
三
百
件
も
の
御
免
勧
化
触
が
記

さ
れ
て
い
る
。
『
御
燭
書
集
成
』
は
御
免
勧
化
が
許
可
に
な
っ
た
寺
社
の
み
の

記
載
で
し
か
な
い
が
、
御
免
勧
化
を
企
て
出
願
し
た
寺
社
は
相
当
多
数
に
の
ぼ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
う
し
た
多
数
出
願
さ
れ
る
御
免
勧
化
に
対
し
幕
府
は
極
力
規
制
・
統
制
の

方
向
に
向
う
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。
享
保
以
降
御
免
勧
化
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
る
が
、
一
方
、
従
来
御
免
勧
化
の
許
可
を
得
な
が
ら
も
村
方
に
よ
っ

て
は
地
頭
に
よ
り
勧
化
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
所
も
あ
っ
た
が
、
寛
保
二
年
五
月

（
再
ｆ
）

の
触
に
「
．
．
…
・
従
公
儀
御
免
之
上
、
諸
国
巡
行
之
事
二
候
條
、
寺
社
奉
行
連

印
之
勧
化
状
持
参
候
寺
社
之
輩
え
は
、
志
次
第
可
致
勧
化
」
と
あ
り
、
私
領
に

も
巡
行
が
可
能
と
な
り
御
免
勧
化
の
よ
り
効
率
化
を
促
す
策
が
と
ら
れ
た
。
御

免
勧
化
規
制
の
方
向
と
御
免
勧
化
の
円
滑
的
巡
行
の
促
進
は
一
見
矛
盾
す
る

が
、
幕
府
の
諸
規
制
は
あ
く
ま
で
そ
の
許
可
基
準
の
厳
格
化
で
あ
っ
て
御
免
勧

化
を
全
面
的
に
禁
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
前
述
の
触
に
示
さ
れ
た
円
滑
的
巡
行

を
は
か
る
こ
と
と
相
入
れ
ざ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
御
免
勧
化
願
の
増

加
に
よ
っ
て
そ
の
許
可
基
準
が
度
々
徹
底
さ
れ
触
書
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。

（

口

ひ

）

そ
の
初
出
は
寛
延
三
年
四
月
、
寺
社
奉
行
へ
渡
っ
た
触
で

近
年
寺
社
建
立
又
ハ
為
修
復
、
御
免
勧
化
之
儀
、
数
多
願
出
候
、
公
儀
御

建
立
地
、
且
至
て
讓
有
之
候
ハ
格
別
、
左
も
無
之
分
向
後
取
上
二
不
及
、

願
出
候
ハ
シ
、
難
成
段
申
聞
、
可
被
相
返
候
、

と
あ
り
、
当
該
寺
社
が
公
儀
に
よ
り
建
立
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
御
免
勧
化

を
許
可
す
る
以
外
は
、
願
を
取
り
上
げ
な
い
と
の
原
則
方
針
を
示
し
、
御
免
勧

化
の
多
数
出
願
に
寺
社
奉
行
が
対
拠
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
そ
の

（

Ｑ

〉

）

後
も
踏
襲
さ
れ
、
宝
暦
七
年
五
月
、
寺
社
奉
行
へ
渡
っ
た
触
で
も
「
：
…
・
自
力

二
修
復
難
調
儀
も
有
之
、
願
出
候
ハ
猫
、
寺
社
之
格
合
を
以
、
勘
化
御
免
被

仰
付
候
儀
も
可
有
之
」
と
、
寺
社
の
格
合
が
無
け
れ
ば
御
勧
免
化
を
容
易
に

は
取
り
上
げ
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
御
免
勧
化
の
許
可
に
あ
た
っ
て
度

々
前
述
の
よ
う
な
運
用
基
準
が
担
当
の
寺
社
奉
行
へ
触
ら
れ
周
知
徹
底
が
な
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
触
書
が
度
々
出
さ
れ
る
状
況
は
、
そ
の
出
願
が
多
数
あ
っ
た
と
と

も
に
御
免
勧
化
が
寺
社
の
修
復
に
と
っ
て
と
り
わ
け
有
効
な
策
で
あ
っ
た
か
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
御
免
勧
化
が
寺
社
側
に
と
っ
て
有
利
な
集
金
策

で
あ
り
、
そ
れ
が
寺
社
の
格
合
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
る
な
ら
ば
こ
そ
、
寺
社
側

は
な
ん
と
し
て
で
も
格
合
を
高
め
る
べ
く
方
策
を
め
ぐ
ら
し
た
。
明
和
四
年
十

（

ｍ

）

二
月
、
寺
社
奉
行
へ
渡
っ
た
触
に
は

堂
上
方
之
猶
子
と
稽
候
諸
寺
院
之
僧
侶
、
其
寺
格
相
當
之
儀
は
勿
論
之
事

二
候
得
共
、
不
相
當
之
寺
院
二
も
格
式
宜
可
相
成
手
段
二
て
、
猶
子
二
相

成
候
類
も
有
之
趣
二
相
聞
候
、
右
類
ハ
御
條
目
捉
等
え
も
相
障
、
如
向
成
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事
二
候
、
向
後
狼
二
無
之
様
急
度
可
相
守
候
、
尤
寺
格
相
當
之
猶
子
と
寺

院
は
、
御
條
目
徒
等
不
相
背
様
急
度
可
相
心
得
候

右
之
趣
、
諸
國
末
々
迄
不
相
洩
様
、
可
被
相
燭
候

と
あ
り
、
狸
に
堂
上
方
の
猶
子
と
な
っ
て
寺
院
の
格
を
高
め
る
こ
と
を
禁
じ
て

い
る
が
、
不
正
な
手
段
を
も
っ
て
し
て
で
も
幕
府
の
諸
助
政
策
に
あ
ず
か
ろ
う

と
す
る
こ
と
へ
の
防
止
の
触
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

御
免
勧
化
は
寺
社
の
修
復
に
際
し
そ
の
費
用
捻
出
の
有
効
的
方
途
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
。
為
に
各
寺
社
は
競
っ
て
御
免
勧
化
願
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
許
可

は
前
述
し
た
如
く
、
寺
社
の
格
合
、
つ
ま
り
徳
川
家
と
の
由
緒
の
軽
重
に
応
じ

て
な
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
。

寺
社
の
格
合
と
は
、
あ
く
ま
で
幕
府
側
が
設
定
し
た
も
の
で
、
宝
暦
八
年
八

（

ｕ

）

月
、
寺
社
奉
行
へ
渡
っ
た
触
が
よ
く
そ
の
点
を
示
し
て
い
る
。

惣
て
寺
社
之
分
、
前
々
公
儀
よ
り
御
修
復
被
仰
付
候
場
所
々
井
御
金

博
木
類
被
下
或
は
勧
化
開
帳
等
御
免
、
助
力
を
以
致
修
復
候
箇
所
々

共
、
此
度
一
統
不
洩
様
相
調
、
右
寺
社
之
格
合
、
御
由
緒
之
軽
重
、
寺
社

之
多
少
井
御
修
理
金
被
附
置
候
分
委
ク
相
糺
、
去
丑
年
相
達
候
耆
付
之
趣

を
以
致
作
略
、
自
今
共
御
修
復
可
被
仰
付
分
、
又
は
御
金
博
木
類
被
下

或
は
勤
化
開
帳
等
御
免
可
被
仰
付
分
、
其
外
共
二
委
ク
認
分
、
帳
面
二
仕

立

、

可

被

差

出

候

宝
暦
八
年
八
月
以
前
に
お
い
て
幕
府
諸
助
成
策
に
あ
ず
か
っ
た
寺
社
に
関

三

し
、
寺
社
の
格
合
、
徳
川
家
と
の
由
緒
の
軽
重
、
修
理
金
の
支
出
の
有
無
、
等

の
観
点
か
ら
調
べ
評
議
し
直
し
、
今
後
と
も
幕
府
直
営
に
て
修
理
す
る
寺
社
、

御
金
博
木
類
を
下
賜
す
る
寺
社
、
勧
化
開
帳
等
を
与
え
る
寺
社
、
と
分
類
し
帳

面
に
仕
立
て
る
よ
う
寺
社
奉
行
に
対
し
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
認
め
分
け
ら
れ

た
寺
社
の
ラ
ン
ク
は
公
的
に
は
寺
側
に
周
知
さ
れ
た
訳
け
で
は
な
く
、
寺
社
奉

行
所
へ
各
種
助
成
の
願
書
が
提
出
さ
れ
た
際
寺
社
奉
行
が
こ
の
格
合
を
考
慮
し

て
運
用
す
れ
ば
よ
い
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
寺
社
奉
行
の
心
得
と
し
て
の

性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
寺
社
側
に
し
て
み
る
と
、
幕
府
側
の

心
積
り
と
し
て
あ
っ
た
格
合
と
自
か
ら
意
識
す
る
格
合
が
同
一
レ
ベ
ル
で
合
致

し
て
い
た
か
ど
う
か
の
疑
問
が
残
る
。
こ
の
あ
た
り
の
問
題
を
、
御
免
勧
化
導

入
に
当
っ
て
の
寺
社
側
の
評
価
と
い
う
観
点
か
ら
若
干
の
史
料
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
検
討
を
し
て
お
き
た
い
。

相
州
鎌
倉
建
長
寺
は
巨
福
山
建
長
興
國
禅
寺
と
号
し
臨
済
宗
鎌
倉
五
山
第
一

位
の
寺
格
を
有
す
る
古
刹
で
あ
る
。
開
基
北
条
時
頼
、
開
山
蘭
渓
道
隆
を
し
て

建
長
五
年
我
国
最
初
の
禅
宗
専
門
道
場
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
近
世
に
お
け
る

同
寺
は
家
康
に
よ
り
寺
領
九
五
貫
八
四
○
文
余
を
寄
進
さ
れ
た
が
、
境
内
塔
頭

及
び
末
寺
に
配
分
し
た
た
め
本
山
の
分
は
僅
十
貫
文
で
あ
り
、
境
内
諸
伽
藍
の

維
持
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
労
を
強
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
安
永
六
年
に
開
山

国
師
五
百
年
遠
忌
を
控
え
た
明
和
年
間
に
は
諸
伽
藍
の
修
復
が
計
画
さ
れ
た
。

の
建
長
寺
は
諸
伽
藍
が
大
破
し
て
い
た
と
い
い
、
遠
忌
も
近
ず
い
た
為
明
和
七

（

岨

）

当
時
年
に
は
寺
社
奉
行
の
許
可
を
得
て
深
川
八
幡
境
内
で
出
開
帳
を
行
っ
た
が

思
う
に
ま
か
せ
ず
、
自
力
再
建
不
可
能
と
の
判
断
か
ら
再
び
公
儀
助
成
を
願
っ

て
行
く
こ
と
に
な
る
。

－29－



ま
ず
、
公
儀
諸
助
成
策
の
う
ち
何
に
あ
ず
か
ろ
う
か
と
の
方
針
は
『
福
山
常

（

蝿

）

住
日
記
牒
』
（
明
和
七
年
’
八
年
の
冊
）
の
明
和
七
年
五
月
十
二
日
条
に

十
二
日
、
自
山
門
於
龍
源
庵
、
江
戸
牛
込
茅
門
院
大
仙
和
尚
饗
応
有
之

候
、
出
世
方
役
中
為
相
伴
会
席
、
其
席
二
御
公
邊
江
御
修
復
杣
願
候
手
筋

彼
是
御
相
談
被
成
候
、
先
、
御
修
復
御
願
申
、
不
相
叶
候
ハ
、
戎
ハ
拝
借

金
、
又
ハ
御
府
内
家
別
勧
化
、
又
ハ
冨
願
杯
か
、
様
子
次
第
手
段
も
相
替

へ
候
様
二
大
仙
被
申
候
、
…
…
（
略
）

と
あ
り
、
①
幕
府
直
営
の
修
理
、
②
拝
借
金
、
③
御
府
内
（
江
戸
）
家
別
の
勧

化
、
④
冨
興
業
、
と
の
四
つ
の
方
途
を
寺
社
奉
行
所
の
出
方
に
よ
り
段
階
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
が
決
っ
た
。
こ
の
段
階
的
諸
策
は
取
り
も
直
さ
ず
幕
府
の
心

積
り
と
し
て
あ
る
格
合
に
対
応
す
る
助
成
策
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
建
長

寺
自
か
ら
の
格
合
を
ど
の
あ
た
り
に
置
い
て
い
た
か
は
定
で
は
な
い
が
、
で
き

う
る
な
ら
ば
幕
府
直
営
の
修
理
を
望
で
い
た
。

（

皿

）

そ
こ
で
、
明
和
七
年
六
月
「
乍
恐
以
害
付
奉
願
上
候
事
」
と
の
願
書
を
寺
社

奉
行
所
へ
提
出
し
た
。
願
書
は
禅
居
庵
以
下
二
三
の
塔
頭
の
連
名
と
惣
代
と
し

て
千
龍
庵
・
龍
峰
庵
・
龍
源
庵
の
連
名
を
も
っ
て
認
め
、
前
段
に
お
い
て
建
長

寺
の
寺
歴
や
徳
川
家
と
の
由
緒
を
述
べ
た
後
、

…
（
略
）
：
．
殊
二
近
年
諸
堂
悉
ク
及
大
破
、
別
而
先
年
御
建
立
被
成
下
候

御
祈
檮
殿
井
山
門
惣
門
等
、
甚
零
落
仕
候
、
就
中
山
門
之
儀
取
早
倒
し
懸

リ
候
得
と
、
難
捨
置
、
近
来
再
建
之
志
願
茂
仕
候
得
共
、
右
之
仕
合
故
中

々
相
届
不
申
、
一
山
之
者
共
居
な
か
ら
其
衰
敞
を
見
二
不
忍
、
甚
以
難
儀

至
極
二
奉
存
候
、
ヶ
様
二
諸
堂
次
第
二
零
落
仕
候
而
と
、
佛
法
相
續
不
可

有
怠
慢
之
御
文
言
如
何
相
守
り
可
申
哉
と
恐
入
、
不
堪
悲
嘆
二
奉
存
候
、

（

虫

）

依
之
此
度
一
山
之
衆
評
同
Ｕ
諸
堂
御
修
復
奉
願
上
候
、
偏
二
以
御
慈

悲
右
之
趣
被
為
聞
召
分
、
願
之
通
り
致
為
仰
付
被
下
置
候
ハ
シ
、
一

山
一
同
難
有
仕
合
二
奉
存
候
以
上

と
あ
り
、
公
儀
に
よ
る
祈
傭
殿
、
山
門
、
惣
門
の
修
理
を
願
っ
て
い
る
。
し
か
し

こ
の
願
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
第
二
段
階
の
拝
借
金
を
得
て
修
理
を
行
う
方
向
に

転
じ
る
。
『
福
山
常
住
日
記
牒
』
明
和
七
年
七
月
廿
九
日
の
条
に
「
…
（
略
）
…

公
邊
御
願
之
筋
茂
滴
長
老
開
口
、
彼
是
衆
評
有
之
候
、
先
、
此
後
者
大
方
拝
借

金
被
願
候
様
相
談
之
趣
二
候
」
と
前
述
の
願
書
が
取
り
上
げ
ら
れ
ず
拝
借
金
願

へ
一
山
の
衆
議
が
決
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
も
と
ず
き
一
山

（

鴫

）

惣
代
千
龍
庵
、
龍
源
庵
の
連
名
を
以
て
明
和
七
年
九
月
『
奉
願
口
上
覚
』
な
る

再
願
書
が
寺
社
奉
行
所
へ
提
出
さ
れ
る
。
再
願
書
は
先
の
願
書
と
ほ
ぼ
同
様
の

文
言
で
認
め
ら
れ
る
が
、
「
・
…
：
御
金
千
五
百
両
御
拝
借
奉
願
上
候
、
御
上
納

之
儀
と
寺
領
之
分
不
残
引
の
け
、
物
成
を
以
、
壱
ヶ
年
二
金
百
五
拾
両
宛
十
ヶ

年
之
間
、
急
度
御
上
納
可
仕
候
」
と
諸
堂
修
復
に
当
っ
て
千
五
百
両
の
拝
借
と

返
済
の
方
途
が
吉
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
再
願
書
提
出
に
当
っ
て
、
寺
社
奉
行
所
の
対
応
は
必
ず
し
も
好
意
的
で

な
い
様
子
が
み
ら
れ
る
。
『
福
山
常
住
日
記
牒
』
（
明
和
七
年
ｌ
同
八
年
）
に

（

明

和

じ

年

）

一
庚
寅
年
九
月
廿
七
日
、
山
門
方
役
位
衆
再
願
之
儀
、
先
掛
之
寺
社
御
奉
行

土
岐
美
濃
守
殿
江
願
書
持
参
被
致
、
社
役
加
藤
半
左
衛
門
對
談
、
拝
借
金

（

虫

）

願
之
筋
委
更
被
相
頼
候
□
、
半
左
衛
門
申
候
と
、
ヶ
様
成
願
そ
日
光
御
社

参
前
ｔ
一
向
取
上
不
申
候
得
共
、
先
願
書
美
濃
守
二
見
セ
可
申
由
請
取
置
、

早
速
二
ｔ
相
叶
申
間
敷
、
手
間
取
可
申
段
申
候
、
同
十
月
五
日
寺
社
奉
行
美

濃
守
殿
〃
召
状
二
而
、
明
六
日
牧
野
越
中
守
御
内
寄
合
二
可
罷
出
由
申
来
、
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翌
六
日
、
龍
源
和
尚
千
龍
丈
室
、
牧
野
越
中
守
御
内
寄
合
江
罷
出
候
所
、

寺
社
奉
行
衆
四
人
列
座
二
而
呼
出
有
之
、
右
願
書
役
人
一
返
讃
候
上
二
而
、

掛
之
管
守
美
濃
守
殿
被
申
候
と
、
追
而
可
及
沙
汰
一
一
候
間
、
罷
帰
候
様
二

被
仰
、
御
取
上
有
之
御
窺
二
相
成
候
由
二
候

と
あ
り
再
願
の
件
に
つ
い
て
は
即
決
は
せ
ず
保
留
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
十
月
十
一
日
に
は
「
飛
脚
来
、
土
岐
美
濃
守
殿
が
被
仰
渡
由
、
諸
堂
零

落
之
間
数
井
古
伽
藍
之
指
図
筥
入
置
候
様
二
申
来
、
十
二
日
、
自
早
朝
大
工
両

（

喝

）

人
一
一
而
不
残
間
数
相
改
、
書
付
一
一
指
図
相
添
遣
候
」
と
修
復
箇
所
の
具
体
的
間

数
と
建
長
寺
の
往
時
の
伽
藍
図
を
再
願
に
対
す
る
寺
社
奉
行
所
の
判
断
資
料
と

し
て
提
出
す
る
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
翌
明
和
八
年
一
〃
Ⅱ
七
日
、

龍
源
和
尚
が
寺
社
奉
行
四
管
守
列
席
の
内
寄
合
に
呼
出
さ
れ
、
「
御
祈
蒔
殿
其

外
大
破
二
付
、
御
祈
祷
相
勤
兼
二
付
拝
借
金
願
、
此
儀
と
此
節
難
相
成
候
間
、

（

Ⅳ

）

八
ヶ
国
五
ヶ
年
之
間
、
勧
化
御
免
被
仰
付
候
」
と
千
五
百
両
拝
借
の
再
願
に
対

し
八
ヶ
国
五
年
の
勧
化
が
申
し
渡
さ
れ
た
。

建
長
寺
が
幕
府
助
成
に
あ
ず
か
ろ
う
と
し
た
段
階
的
助
成
策
の
う
ち
、
幕
府

直
営
の
修
理
や
拝
借
金
に
よ
る
修
復
は
実
現
を
見
ず
、
三
番
目
の
方
途
で
あ
っ

た
御
免
勧
化
の
助
成
策
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
御
免
勧
化

で
あ
る
が
、
同
年
一
月
廿
七
日
条
に
「
右
願
書
公
儀
一
一
相
止
り
、
思
召
之
程
難

有
儀
二
候
、
即
日
四
管
守
為
御
礼
被
相
廻
候
」
と
願
が
公
儀
へ
届
い
た
こ
と
を

喜
ん
で
い
る
。
ま
た
、
一
月
廿
八
日
条
に
は
「
千
龍
丈
室
客
殿
再
建
二
付
兼
而

帰
山
之
筈
二
候
所
、
右
之
趣
山
中
江
為
吉
報
帰
山
」
と
あ
り
、
御
免
勧
化
の
許

可
が
あ
っ
た
こ
と
を
吉
報
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
な
ど
建
長
寺
側
に
と
っ
て
は

恩
の
外
の
成
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
吉
報
を
山
中

へ
報
告
し
衆
議
を
催
し
た
と
こ
ろ

一
、
二
月
朔
日
、
右
勧
化
御
免
被
仰
付
候
儀
、
山
中
江
為
披
露
労
衆
議
相
催
候
、

（

マ

マ

）

此
節
易
山
在
府
二
付
、
頼
西
堂
汐
右
之
趣
山
中
江
為
披
露
衆
議
榑
々
、
先
、

一
段
願
之
趣
相
叶
公
儀
思
召
之
程
難
有
儀
二
候
得
共
、
勧
化
巡
行
と
失
脚

大
分
相
掛
り
、
助
成
二
茂
相
成
兼
候
間
、
格
合
之
能
勧
化
御
触
等
相
尋
日

記
等
穿
鑿
有
之
候
得
共
、
格
別
之
儀
茂
無
之
…
（
略
）
…

と
、
衆
議
が
転
変
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
御
免
勧
化
と
い
っ
て
も
諸
国

巡
行
の
勧
化
で
あ
る
以
上
費
が
多
く
助
成
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
、
こ
の

御
免
勧
化
に
対
す
る
評
価
が
取
沙
汰
さ
れ
、
山
内
の
一
部
に
は
あ
る
種
の
不
満

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
因
は
、
明
和
七
年
六
月
の
出
願
書
に

「
：
。
：
．
先
年
御
建
立
被
下
候
御
祈
禧
殿
井
山
門
惣
門
等
零
落
」
し
て
い
る
と

の
文
言
に
も
あ
る
通
り
、
御
祈
祷
殿
（
仏
殿
）
一
宇
は
徳
川
家
が
造
営
し
た
も

（

焔

）

の
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
幕
府
が
直
接
修
復
し
て
し
か
る
べ
き
と
の
見
解
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
山
中
の
不
満
は
前
記
史
料
等
か
ら
は
明
確

に
は
な
ら
な
い
が
、
強
く
言
え
ば
、
頭
初
建
長
寺
が
狙
っ
た
助
成
策
が
御
免
勧

化
の
助
成
策
へ
と
下
げ
ら
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
く
、
幕
府
側
の
設
定
し

た
格
合
と
助
成
策
に
対
し
建
長
寺
側
が
自
か
ら
考
え
て
い
た
格
合
と
助
成
策
の

ズ
レ
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

幕
府
の
心
積
り
と
し
て
あ
っ
た
格
合
と
助
成
策
、
寺
社
自
か
ら
が
考
え
る
所

の
格
合
と
助
成
策
は
大
方
の
場
合
合
致
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
建
長
寺
の
場
合

四
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は
そ
れ
を
承
知
の
上
で
御
免
勧
化
を
導
入
し
た
の
で
あ
り
、
建
長
寺
側
に
し
て

み
れ
ば
御
免
勧
化
の
格
合
の
寺
院
と
し
て
妥
当
な
評
価
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
他
方
で
は
御
免
勧
化
の
寺
格
層
で
は
な
い
と
自
か
ら
が
考
え
て

い
る
興
味
深
い
例
も
あ
る
の
で
紹
介
を
し
て
お
く
。

相
州
鎌
倉
光
明
寺
は
天
照
山
蓮
華
院
光
明
寺
と
号
す
る
浄
土
宗
の
寺
院
で
あ

る
。
仁
治
元
年
鎌
倉
に
入
っ
た
良
忠
（
記
主
禅
師
然
阿
良
忠
）
の
た
め
北
条
経

時
が
一
寺
を
開
い
た
の
が
前
身
で
あ
る
と
伝
う
。
近
世
に
お
け
る
同
寺
は
天
正

十
九
年
門
前
の
永
十
貫
文
の
地
を
家
康
か
ら
寄
進
さ
れ
、
延
宝
三
年
に
は
三
浦

郡
柏
原
村
に
て
寺
領
百
石
を
追
加
、
ま
た
日
向
延
岡
・
陸
奥
湯
長
井
領
主
内
藤

（

四

）

氏
か
ら
二
百
石
の
寺
領
を
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
家
康
が
浄
土
宗
学
問
所

関
束
十
八
檀
林
を
定
め
た
際
第
一
位
と
な
り
近
世
を
通
じ
て
そ
の
格
を
有
し

た
。
享
保
年
間
光
明
寺
で
は
諸
堂
が
大
破
し
そ
の
再
建
に
あ
た
っ
て
江
戸
市
中
で

（

鋤

）

開
帳
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
開
山
堂
で
あ
る
記
主
堂
が
大
破
し
た
た
め
修
復

に
と
り
か
か
る
が
、
そ
の
際
御
免
勧
化
導
入
が
取
沙
汰
さ
れ
る
。
こ
の
経
緯
は

同
寺
の
『
記
主
堂
修
復
帳
』
（
元
文
四
年
ｌ
寛
保
三
年
、
洞
誉
上
人
代
）
に
詳

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
帳
を
も
と
に
御
免
勧
化
と
光
明
寺
自
か
ら
が
考
え
る

格
合
の
関
係
を
述
べ
て
み
た
い
。

記
主
堂
修
復
に
つ
い
て
宗
門
役
者
と
の
衆
議
が
増
上
寺
で
催
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
光
明
寺
で
は
過
去
七
年
の
う
ち
三
度
も
勧
化
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、
此
度

の
修
復
を
宗
門
内
の
組
織
に
よ
っ
て
勧
化
を
行
う
と
の
こ
と
は
進
納
が
少
な
い

と
予
想
さ
れ
る
の
で
御
免
勧
化
を
蒙
る
方
途
が
よ
い
と
の
意
見
が
建
議
さ
れ
、

御
免
勧
化
願
を
提
出
す
る
所
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
「
近
年
南
都
興
福
寺

之
儀
有
之
候
間
、
御
免
勧
化
願
被
成
候
而
可
然
存
候
」
と
南
都
興
福
寺
が
御
免

勧
化
を
受
け
て
い
る
の
で
、
光
明
寺
も
当
然
同
様
に
御
免
勧
化
を
得
ら
れ
る
と

考
え
て
お
り
、
光
明
寺
が
御
免
勧
化
以
上
を
与
え
ら
れ
る
寺
格
と
の
認
識
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
光
明
寺
役
者
説
間
和
尚
と
増
上
寺
役
者
念
潮
和
尚
が

対
談
を
し
た
結
果
御
免
勧
化
願
を
取
り
下
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
経
緯
を

記
し
た
箇
条
が
あ
る
の
で
厭
ず
に
引
用
し
て
お
く
。

一
同
十
三
日
晩
方
、
説
間
和
尚
念
潮
和
尚
江
御
對
談
被
成
被
仰
候
趣
と
、
今

般
記
主
堂
修
復
二
付
御
免
勧
化
相
願
候
様
御
料
簡
二
と
御
座
候
得
共
、
相

障
候
儀
御
座
候
付
、
御
願
上
間
敷
候
間
、
御
奉
行
所
江
御
内
意
被
仰
候
段

恭
存
候
得
共
、
御
断
被
成
御
停
止
一
一
被
成
可
被
下
候
、
相
障
候
儀
と
申
と
、

御
府
内
有
之
候
十
夜
講
中
、
光
明
寺
檀
方
同
前
二
而
諸
事
取
持
助
カ
ニ
罷

成
候
所
二
、
御
免
勧
化
願
候
ハ
シ
、
十
夜
講
中
茂
相
止
、
何
二
而
茂
於
光
明

寺
之
儀
と
諸
事
取
持
申
間
敷
候
、
其
詮
そ
御
免
勧
化
と
申
者
、
小
坊
跡
小

社
等
之
建
立
二
ｔ
願
下
而
毎
日
之
様
一
一
町
々
江
相
廻
候
故
、
其
日
暮
之
寺

院
方
之
致
事
二
御
座
候
、
左
候
得
と
、
光
明
寺
之
儀
ｔ
六
派
惣
本
山
と
申

紫
衣
寺
格
別
之
訳
故
御
取
持
茂
申
上
候
、
然
ル
処
二
御
免
勧
化
等
被
成
候

而
者
御
威
光
下
り
候
様
二
存
得
心
不
仕
候
、
勿
論
随
従
之
僧
侶
共
茂
得
心

不
仕
候
、
随
従
之
者
得
心
無
之
候
而
者
致
世
話
候
者
無
御
座
候
故
、
自
身

二
相
廻
り
候
儀
と
不
罷
成
候
、
労
以
難
願
筋
二
御
座
候
間
、
御
料
簡
二
共

御
座
候
得
共
得
御
願
申
間
敷
候
、
畢
寛
御
免
勧
化
致
候
而
者
外
見
不
宜
、

却
而
物
入
多
損
失
多
永
々
光
明
寺
之
為
二
と
却
而
罷
成
不
申
候
、
依
之
十

夜
講
中
も
得
心
不
仕
候
、
且
又
南
都
興
福
寺
勧
化
之
儀
と
被
仰
候
得
共
、

彼
勧
化
と
て
天
地
違
候
、
若
興
福
寺
勧
化
之
通
一
一
御
座
候
ハ
程
、
幾
重
二
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茂
御
願
可
申
上
候
得
共
、
夫
と
喧
相
違
致
候
勧
化
之
事
故
、
取
持
致
世
話

候
者
茂
無
御
座
候
間
、
寺
社
御
奉
行
所
江
も
御
用
意
被
仰
候
ハ
』
、
可
然

様
御
断
被
成
御
止
可
被
下
候

光
明
寺
御
免
勧
化
の
方
針
が
急
拠
中
止
と
の
方
向
転
換
は
、
光
明
寺
の
御
免
勧

化
が
同
寺
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
の
見
解
に
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
御
免
勧
化
と
い
う
も
の
は
、
小
坊
小
社
等
の
建
立
に
ふ
さ
わ
し
い
法
で
あ
っ

て
「
其
日
暮
之
寺
院
」
が
行
う
べ
き
も
の
で
光
明
寺
の
如
く
格
の
あ
る
寺
院
に

お
い
て
は
「
外
見
不
宜
」
光
明
寺
の
た
め
に
は
な
ん
ら
得
る
所
が
無
い
と
い
う

こ
と
に
よ
る
。
こ
の
こ
と
は
光
明
寺
が
御
免
勧
化
を
受
け
る
寺
格
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
光
明
寺
自
か
ら
の
寺
格
は
、
庶
民
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
て
い
る
十
夜
講
中
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
点
、
こ
の
問
題
が
光
明

寺
の
組
織
全
体
と
し
て
の
意
識
で
も
あ
っ
た
。

光
明
寺
が
御
免
勧
化
を
受
け
ら
れ
る
寺
格
層
に
は
あ
っ
た
に
せ
よ
そ
れ
を
敢

て
受
け
ず
に
至
っ
た
の
は
、
幕
府
の
心
積
り
と
し
て
あ
っ
た
光
明
寺
の
格
合
と

光
明
寺
自
か
ら
が
描
く
格
合
の
ズ
レ
が
こ
う
し
た
結
果
を
も
た
ら
し
た
一
因
で

あ
ろ
う
。
尤
、
興
福
寺
勧
化
と
同
様
な
条
件
で
あ
れ
ば
御
免
勧
化
を
受
け
入
れ

（

皿

）

て
も
よ
い
と
す
る
が
、
興
福
寺
勧
化
は
そ
の
触
書
に
も
あ
る
如
く
、
大
坂
・
京

に
勧
化
所
が
設
置
さ
れ
諸
国
巡
行
を
し
な
い
勧
化
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
興
福
寺
勧
化
と
同
様
の
条
件
は
得
ら
れ
ま
い
と
す
る
判
断
が
光
明
寺
側
に

あ
っ
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
光
明
寺
記
主
堂
修

復
は
幕
府
の
助
成
策
で
あ
る
御
免
勧
化
を
受
け
ず
宗
門
内
組
織
を
通
し
た
従
来

の
私
的
勧
化
で
行
な
わ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

幕
府
が
心
積
り
と
し
て
設
け
て
い
た
寺
社
の
格
合
と
助
成
策
に
対
し
、
当
該

寺
院
自
か
ら
考
え
る
格
合
と
助
成
策
の
意
識
の
相
違
に
つ
い
て
、
断
片
的
な
史

料
を
通
し
て
で
は
あ
る
が
述
べ
て
き
た
。
そ
し
て
、
幕
府
の
心
積
り
と
し
て
設

定
し
た
格
合
と
寺
院
側
が
考
え
る
格
合
と
は
多
く
の
場
合
合
致
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
窺
い
得
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
幕
府
の
よ
り
効
率
の
あ
る
助

成
策
に
あ
ず
か
ら
ん
が
為
、
各
当
事
者
側
が
徳
川
家
と
の
由
緒
関
係
を
誇
大
に

し
て
願
書
等
を
認
め
る
と
い
う
史
料
的
限
界
が
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
。
と
と
も

に
、
幕
府
の
助
成
策
に
あ
ず
か
ろ
う
と
す
る
の
は
、
当
時
者
側
が
遠
忌
な
ど
の

為
急
拠
費
用
を
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
下
に
あ
っ
て
み
れ

ば
、
自
か
ら
の
考
え
る
格
合
よ
り
下
の
助
成
で
あ
っ
て
も
受
け
入
れ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
そ
の
差
違
を
生
じ
せ
し
め
て
い
る
こ
と
も
あ
ろ

う
。
し
か
し
一
方
、
光
明
寺
の
如
く
、
敢
え
て
御
免
勧
化
を
受
け
ず
自
か
ら
の

寺
格
に
ふ
さ
わ
し
い
方
途
を
撰
択
し
た
の
は
、
今
後
共
自
か
ら
の
寺
格
を
維
持

す
る
と
い
う
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
寺
格
保
持
の
意
味
や
意
義

を
近
世
宗
教
上
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
直
す
こ
と
が
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
小
槁
を
成
に
当
り
、
所
蔵
史
料
の
披
見
を
許

さ
れ
た
各
寺
院
、
な
ら
び
に
『
記
主
堂
修
復
帳
』
（
光
明
寺
所
蔵
）
の
所
在
を

ご
教
示
い
た
だ
い
た
猪
野
寿
子
氏
、
史
料
調
査
に
ご
高
配
を
た
ま
わ
っ
た
鎌
倉

国
宝
館
、
及
び
史
料
調
査
に
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
本
館
井
上
久
美
子
氏
、
同

鳥
居
和
郎
氏
の
各
位
に
対
し
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

時制
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註
（
勺
上
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
ｍ
）

（
、
）

（
廻
）

（
蝿
）

（
ワ
］
）

（
ヘ
○
）

（
略
）
前
掲
註
と
同
じ
明
和
七
年
十
月
十
一
日
条

へへ

15 14
ｰｰ

拙
槁
「
御
免
勧
化
と
近
世
寺
社
政
策
１
円
覚
寺
御
免
勧
化
に
つ
い
て
ｌ
」
『
鎌

倉
』
拓
号
鎌
倉
文
化
研
究
会
昭
和
五
九
年
七
月

拙
槁
「
近
世
御
免
勧
化
政
策
と
寺
社
の
格
合
ｌ
助
成
勧
化
と
助
力
勧
化
の
関
係

に
つ
い
て
Ｉ
」
『
日
本
宗
教
史
研
究
年
報
』
第
六
号
掲
載
予
定

拙
槁
「
近
世
御
免
勧
化
政
策
と
寺
社
の
格
合
ｌ
助
成
勧
化
と
助
力
勧
化
の
関
係

に
つ
い
て
ｌ
」
『
日
本
宗
教
史
研
究
年
報
』
第
六
号
掲
載
予
定

『
御
鯛
書
寛
保
集
成
』
一
一
九
一
文
書
高
柳
真
三
・
石
井
良
助
共
編
岩
波

に
つ
い
て
ｌ
」
『
日
本
宗
教
史
研
究
年

『
御
鯛
書
寛
保
集
成
一
二
九
一
文
書

建
長
寺
所
蔵
文
言
。
所
謂
『
参
暇
日
記
』
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
本
山
宗
務
が

幕
府
触
書
や
末
寺
か
ら
の
諸
事
願
等
を
日
次
に
し
て
記
し
て
あ
る
。

建
長
寺
所
蔵
文
書
『
福
山
常
住
日
記
牒
一
（
明
和
七
年
ｌ
同
八
年
の
冊
）

前
掲
註
と
同
じ
「
去
申
年
落
筆
分
書
此
」
と
あ
り
明
和
八
年
一
月
分
の
と
こ
ろ

円
覚
寺
所
蔵
『
鹿
山
公
私
諸
般
留
帳
』
（
天
明
元
年
の
冊
）

『
御
鯛
耆
寛
保
集
成
』
一
二
一
九
文
書

『
御
鯛
耆
寶
暦
集
成
』
九
四
○
文
書

『
御
鯛
耆
寶
暦
集
成
』
九
七
六
文
書

『
御
鯛
耆
天
明
集
成
一
二
一
二
八
文
書

『
御
燭
耆
寶
暦
集
成
』
九
八
六
文
書

比
留
間
尚
『
江
戸
の
開
帳
』
吉
川
弘
文
館
昭
和
五
五
年

書
店
昭
和
三
三
年

『
御
鯛
書
寛
保
集
成
』
三
二
六
文
書

『
御
鯛
耆
天
明
集
成
』
二
三
九
七
文
書

に
あ
る
。

（
ｗ
）
前
掲
註
と
同
じ
明
和
八
年
一
月
廿
六
Ｉ
廿
七
日
条

（
喝
）
建
長
寺
祈
祷
殿
（
仏
殿
）
と
唐
門
は
芝
増
寺
の
霊
屋
を
正
保
四
年
に
譲
り
受
け

た
も
の
で
あ
る
。
霊
屋
は
徳
川
秀
忠
夫
人
崇
源
院
の
霊
を
祀
っ
て
い
た
が
、
夫

人
の
死
後
二
十
年
を
経
た
正
保
三
年
九
月
に
造
替
ら
れ
た
時
そ
れ
を
建
長
寺
が

譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
唐
門
も
崇
源
院
霊
屋
に
附
属
し
た
建
物
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
（
『
巨
福
山
建
長
寺
』
建
長
寺
刊
昭
和
五
二
年
五

月

に

よ

る

）

（
⑱
）
『
鎌
倉
市
史
』
（
社
寺
編
）
吉
川
弘
文
館
昭
和
四
七
年

（
鋤
）
『
開
帳
差
免
帳
』
（
旧
幕
引
継
書
国
会
図
書
館
蔵
）
享
保
十
九
年
秋
の
項
に
次

の

如

く

に

あ

る

。

（
虹
）

右
惣
門
中
門
其
外
、
所
々
及
頽
破
、
修
復
自
力
二
難
叶
二
付
、
来
寅
七
月
朔

日
よ
り
九
月
朔
日
迄
、
本
堂
中
尊
、
開
山
記
主
禅
師
真
影
、
祈
祷
堂
阿
陀
如

来
井
弁
才
天
像
、
善
導
大
師
之
真
影
、
於
御
當
地
開
帳
仕
度
旨
、
正
月
河
内

（

マ

マ

）

守
方
江
願
出
、
同
二
月
十
六
日
玄
蕃
頭
寄
合
免
免
之

『
御
鯛
耆
寛
保
集
成
』
二
九
三
・
二
九
五
文
書

相
州
鎌
倉

光

明

寺

二
付
、
来
寅
七
月
朔
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